



末 松 義 則
１．劣等生なんていない
牧口先生いわく「劣等生を優等生にしてみせる。いわゆる劣等生とは，みんなが勝
手に言っているに過ぎない。子どもたちに考える基本をしっかり教えた上で，その能
力を発揮させれば，優等生になるのだ」
戸田先生いわく「頭のいい悪いなんて，紙に一本引いた線の上と下くらいの差しか
ない」
中学校の地理科教師の資格も有していた牧口先生には，師範学校の校長への道も，
教育研究者，『人生地理学』の著者としての地理学者への選択もあったことだろう。
その牧口先生がなぜ，小学校教師の人生を歩み抜いたのか――。大きく言って，二つ
の要因が挙げられよう。
第一に，子どもたちの成長発達を考えれば，小学生の時代に人間としての基本が形
成されるととらえていた。子どもを愛し，子どもを第一に考える姿勢は「劣等生なん
ていない」という信念によく表れている。
心理学者として世界的に知られる波多野完治お茶の水女子大学名誉教授は，「学び
方を学ぶ学習を先取りしていた」「教育を社会的事実と見て，社会学的に研究すると
いう『方法』は科学的であるだけにいくらでも深くなる」と，牧口先生の「創価教育
学」を高く評価していた。だからこそ『牧口常三郎全集』の編集顧問にも就かれたわ
けだが，「教育技術」を教職の専門性として重視する牧口先生が，そのために欠かせ
ない「児童への理解」が「児童論」として「体系化」されていない点を残念がってお
られた。
ただ，子どもに対する洞察に満ちた観察や児童心理への深い理解が，全集のいたる
ところに散見されることに感心しておられた。なぜなら，昭和初年頃までの教育学の
本には「児童論」や「子どもの精神発達」を取り扱ったものは皆無だったからである。
牧口先生といえども，やはり「時代の子」だったと言わざるをえないが，波多野教授
は，この「児童論」「子どもの精神発達」を体系化することは，創価教育学を継ぐ者
の目指すべき課題であると提起されていた。
この点，池田先生が１９８４年に発表された「教育の目指すべき道―私の所感」の中で
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「具体的な教育実践の中で，新たな青少年観，成長発達観を練り上げ，皆さまの手で
今日的な教育理論を構築していっていただきたい」と提案されたことを，どう具体化
していくかが，創価教育の精神を継承する私たちに課せられた使命であり，責任であ
ると言えるのではないか。
第二に，子どもたちが生まれてから暮らしてきた郷土，生活の場で蓄えられ，脳裏
に刻まれてきたことを，小学校という教育の場で学ぶことに，どう関連させ，どう統
合させていくかに牧口先生の関心があったという点である。
池田先生は，牧口初代会長生誕１４１周年を記念して，環境提言「持続可能な地球社
会への大道」を発表された。聖教新聞に掲載された６月５日は「世界環境デー」。ま
た，６月２０日から本会合が行われたブラジルのリオデジャネイロでの「国連持続可能
な開発会議（リオ＋２０）」に向けた提言でもあった。
この中で，池田先生は，郷土で日々培う「共生の生命感覚」が，世界市民意識を大
きく育む源泉となると訴えておられる。そして，具体的な挑戦の事例として，あの
ノーベル賞を受賞したケニアの環境運動家ワンガリ・マータイ博士と『教授の統合中
心としての郷土科研究』を著した牧口先生を取り上げている。詳述は避けるが，マー
タイ博士は「教育というものに意味があるとしたら，人を土地から引き離すのではな
く，土地に対して，より多くの敬意をもつように教え込むものであるべきだ」と述べ
ている。自分たちが暮らす「地域」を足場にした教育の大切さを訴えていたのであ
る。
池田先生による牧口先生の紹介はこうだ。「『地を離れて人なく，人を離れて事な
し』との思想を背景としながら，あらゆる学科の中心軸――いわゆるコア・カリキュ
ラムに，子どもたちが実際に生活している地域の風土や営みを“生きた教材”として
学ぶ『郷土科』を据えることを提唱したのである」と。
子どもたちが暮らし，歩き，さまざまな出来事を直接見聞きし，その１つ１つに胸
を動かされる――。このような日常の経験や直観が，学校での学びを通して，より豊
かで，より連動したものとなり，それが生活をしていく上での大きな力となってい
く。学校と生活，社会が一体化されていてこそ「汝の膝下に預る其の可憐の児童を如
何にすれば，将来最も幸福なる生涯を送らせることが出来るか」（『地理教授の方法及
び内容の研究』）という牧口先生の思いが満たされていくのである。
どの子にも幸福に生きる権利がある。それぞれの教科の学習を通して，幸福に生き
ていくための基礎的な人間力を培っていくことが学校教育，なかんずく小学校教育の
役割であると牧口先生は考えていた。
牧口先生３２歳の時の大著『人生地理学』は，平板で羅列的で暗記するだけにとど
まっていた地理教育というものを，例えば，山が人々の生活とどのようなかかわりを
持っているかを考えさせるような地理教育に改善することを意図して著された。『人
生地理学』に展開された生態学的発想は，今日の環境問題を解決する鍵になると高く
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評価されているが，教育の場に即して言えば，覚える学習から，自ら考えて発見する
学習にしたところに『人生地理学』の特徴があったと言える。
牧口先生が教生の時代，突然担当することになって面食らったという「綴り方」の
指導についても取り上げておきたい。例えば，牧口先生が校長を務めた東京市の大正
小学校や白金小学校では「文型応用主義」に基づく授業や研究が盛んであった。これ
は，国語読本の文章の基本的構造を真似て，子どもたちが文章をつくっていく方法で
ある。文章の文法構造をしっかりマスターさせ，その基礎の上に立って，自分の思う
ような文章を書ける力を養っていこうというものだ。ただ，職員会議では議論百出。
文学を愛好する教師からは「子どもの創造性がそこなわれる」「文章の持つ雰囲気や
独特のニュアンスが消されてしまう」等々。牧口先生はそんな教師をこう諭したとい
う。「教師や子どもたちが皆，文学の才能を持っているわけではない。しかし，全員
が作文を書けなければならない。そのためには，文型応用主義も必要ではないか」
と。
１００万部を超える大ベストセラーとなった戸田先生の『推理式指導算術』にも触れ
ておきたい。これは，中学校を受験する生徒にとって必読書だったとも言われるが，
授業の折，副読本として活用した小学校教師も少なくなかったようだ。「序」を寄せ
た牧口先生は，至難の学科とされた算術であるとはいえ，理解力に異常な欠陥のある
者はともかく，普通の推理系統を有する者にとっては至難であるはずがないという２０
年来の信念を吐露した上で，こう明言している。「余はこの大なる矛盾を数学教授の
欠陥に基因するものと断定する。すなわち指導方法の巧拙は，やがてその児童をいわ
ゆる数学の天才児たらしめ劣等児たらしめる。しかして，ここに指導法というのは，
実際教授に利用する教科書および学習書と，これを運用する教師の手腕を主なる要素
とする」と。そして，この『推理式指導算術』によって「創価教育学説」の実証と普
遍性を見ることができたことを心から喜ばれている。
図画におけるデッサンの強調もそうだ。習字の骨書き主義も同様である。「骨書き
主義」を生かした書道の授業は今，東西の創価小学校での実践が，世間の大きな注目
を集めているが，各教科における考え方の基本，取り組み方の基礎というものは，そ
の子が本来持っている能力や才能を輝かせていく上でも，誰もが身につけるべきもの
ではないか。牧口先生が言われているように“劣等生”と呼ばれて悩み苦しむ子がい
てはならないのである。
２．牧口先生の一枚のメモと人間主義の教育
牧口先生は『教授の統合中心としての郷土科研究』改訂版第十版（１９３３年４月５日
刊）の中で，こう述べている。「今や『創価教育学体系』を纏めたに就いて，やはり
二十年前の主張と変わらないのみか，愈教育法改良のためにその自信を強うするので
ある」と。
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教育法の改良に心を砕き続けてきたのはなぜか――。それは，一言で言えば，教育
や学問が生活から遊離して，子どもたちが生き生きと成長していく活力源となってい
ないからである。先述した池田先生が紹介した言葉「地を離れて人なく，人を離れて
事なし」は幕末の思想家・吉田松陰の言だ。この後に「人事を論せんとせば先ず地理
を究めよ」と続くが，牧口先生は『人生地理学』を結ぶにあたって，この言葉を掲げ
ている。
“人事（生活，社会現象）を論ずるのに，“地”と“人”から遊離してはならない
――。これは『人生地理学』全編を貫くテーマであり，「教育の目的」を「人生の目
的」から導入してきた『創価教育学体系』にも生き生きと脈打っている。生活の中で
身につけてきたことを，教育の場や学問の場に生かし，教育や学問の場で学んだこと
を，人生や実生活に応用していくからこそ，幸福を勝ち取っていく力となっていくの
だと言える。更に言えば，学校と家庭，学校と社会が子どもの幸福のために，どのよ
うに手を取り合っていけるかが肝心であり，池田先生が提唱された，あらゆる営みが
「教育のための社会」の実現へとつながっていってこそ，自他共の幸福も，万人が共
栄できる社会も創造されていくのではないか。
文豪トルストイは「宗教は教育の基礎である」と言っているが，教育の世界から宗
教の世界へと入っていった牧口先生の生き方を，それまで貫いてきた合理的，実証主
義的態度の放てきだと批判する向きがないわけではない。しかし，人間の可能性を開
花させていくべき教育を追究し，実践してきた牧口先生であったからこそ，法（ダル
マ）に基づく人間生命の開花を万人に可能たらしめる仏法に目覚めていったのは必然
の帰結だった，と見るほうが正鵠を射ていると言える。
例えば，法華経方便品に「如我等無異」とある。「我が如く等しくして異なること
無からしむ」――衆生をして内なる仏界を開かしめ，自分と等しく，同じ仏の境地，
境涯にしていくことを，仏が決意し願っているということである。ここに仏法の根本
姿勢が示されている。人々の生命の中に，一人の例外もなく尊厳なる仏界があり，そ
の仏界を湧現させていくところに仏法の実践があるが，これはそのまま子どもたちの
可能性を十二分に開花させようと関わっていく教師の姿勢でもあるべきである。い
や，自らも向上し続けようとする教師であるならば，“自分と同じ境地”にではなく，
“自分以上の人材に成長してほしい”と子どもたちを励まし支えていくことであろう。
同じく方便品にある「開示悟入」の法理もそうだ。これは，仏が出現した根本の目
的は衆生に仏知見を開かしめ，示し，悟らしめ，入らしめることにあると明かしたも
のである。人間は誰もが「仏知見」を持っている。「仏の智慧」と同義であり「仏界」
と言ってもいいだろう。対談をまとめた『法華経の智慧』の中で，池田先生は「方便」
が，巧みな人間教育の芸術であり，衆生を成仏へと導く教育の方法であり，教育の技
術であると述べる中で，牧口先生が探究し続けた教育法を図式的に記した一枚のメモ
（注１参照）に「開示悟入」があることを明らかにされている。
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牧口先生は，仏が衆生を導く「開示悟入」の原理を，創価教育学の指導主義，即ち
人間の持っている特質，個性や能力等を最大限に開き顕していく教育方法の段階に当
てはめ，ドイツのヘルバルトの五段教授法，つまり予備―提示―比較―統合―応用の
五段階に対比させて，評価―直観―思考―評価―創価の流れになる創価教育の五段階
を提示している。また，それに加えて生活―学問―生活の流れ，即ち，学問・教育と
生活の一体化を関連づけていることを忘れてはならない。ここに示された「創価」と
は，創価教育学が志向してきた「価値の創造」，つまり価値創造力の豊かな人間であっ
てこそ，幸福の実現も，共栄の社会への貢献も可能となるという牧口先生の思いが込
められていると見ていい。
３．価値創造と成長発展
いかなる環境にあっても，そこに意味を見出し，価値創造の人生を生き抜くところ
に真の幸福があり，価値を追求し，価値を創造していく人間を輩出していくところ
に，創価教育の眼目がある。牧口先生が言うように「人生とは幸福を目指しての価値
創造の過程（プロセス）」であり，美・利・善を価値の内容とする独自の価値体系が
注１ 牧口先生のメモ
『牧口常三郎全集』第９巻「後期教育学論集Ⅱ」（第三文明社）
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創価教育の基盤に据えられるのは，そのためと言える。価値の創造それ自体，人間の
主体を輝かせていこうとするものであるが，そうした創造的活動を可能ならしめるも
のが，根源の生命にほかならない。
因みに，この生命とは何かは，哲学にとっての根本的な課題なのである。この生命
を鋭く，深く洞察したのが，仏法の生命論である。哲学的な教育学より，科学的な教
育学を樹立しようとした牧口先生であるが，教育が生活を離れてはないのと同じよう
に，教育が生命を離れてないことも確かである。実は，この生命とは何かに立脚した
点で，創価教育学を高く評価しているのが，アメリカ・デラウェア大学のノートン博
士である。インターナショナル大学のべセル博士とともに『創価教育学体系』英語版
の刊行に携わった。ノートン博士いわく「ソクラテス，プラトン，アリストテレスの
幸福論的哲学において最初に表現を見た，人間存在，個人，人間の健全な成長および
価値ある生活に関するコンセプションズ（考え方）で，その思想を展開している」
（「牧口常三郎の教育改革」への哲学的評価）と。ある意味で，創価教育学の普遍性
を証明したと言ってもいいかもしれない。牧口先生は，教育の仕事を産婆術に譬えた
ソクラテス，あるいは園丁の仕事になぞらえたフレーベルと同様，教師は子どもたち
自身が知識せんとする働きの補助役であり，子どもたちの学習及び生活の指導をなす
精神的技術者たれと主張しているのである。
生命ということに関連して，デューイが学校の機能は「成長の連続性」を培うとこ
ろにあると見ていた点をつけ加えておきたい。即ち「生命は発展であって，成長発展
はすなわち生命なり」として，成長こそが生命の特質であり，成長を教育と見，教育
を成長と見るところにデューイの教育観がある。創価大学とも交流のある南イリノイ
大学デューイ研究センター所長のラリー・ヒックマン博士は，牧口先生が言う「価値
創造」は，価値を自ら確かめ，真に価値あるものと知る必要性を訴えたデューイに通
ずるとしている。そして，それが即，デューイが言う「成長」の本義であるとも評し
ている。
この「価値創造」と「成長」との共通性は，創価教育を継ぐ私たちの研究が進めば
進むほど，大きな共感となって広がっていくことであろう。それは今後の課題である
としても，牧口先生に即して言えば，真の幸福とは「価値創造」の人生であり，デュー
イに即して言えば，幸福な人とは，成長を続けている人ということである。反対に，
いかなる原因が背後にあれ，反価値的な生活に終始している人，そして成長が止まっ
ている人は，不幸な人と言わざるをえないのではないか。
ここで「価値創造」の人格について補足しておきたい。端的に言えば「自然の個性」
を「文化の人格」へと高めていくことであり，牧口先生はそのための「創価教育六大
指標」を示している（注２参照）。これは，『創価教育学体系』第３巻第４編「教育改
造論」の冒頭に揚げられたものである。２年前の「創価大学教育学会第９回研究大
会」における西穣司教授の基調講演「現代の教育的課題と創価教育」の中でも取り上
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げられていた。
このほど発刊された池田先生と中国教育学
会の顧明遠会長との対談集『平和の架け橋―
人間教育を語る』の中でも，池田先生がこの
六大指標を紹介されている。
参考までに挙げておきたい。
① 感情の理性化（衝動を制御する分別を身
につけること）
② 自然の価値化（生来の素質を向上させ，
価値を持たせること）
③ 個人の社会化（社会生活にふさわしい行
動様式を習得すること）
④ 依人の依法化（人を基準にするのでなく道理に即して判断し行為すること）
⑤ 他律の自律化（受動的ではなく，自主的に判断し行為すること）
⑥ 放縦の統一化（無秩序の状態を，規則あるものに整えること）
これらの６つの指針を目指して教育し，子どもたち自身がそうした方向へ自らを磨
き，鍛えていくことによって，何も教えられていないままの「自然の個性」から「文
化の人格」へと高められていく。これは創価教育が志向する美・利・善の三つの価値
に代表される「価値を創造しゆく人間」の謂と言ってもいい。
２０世紀最大の歴史学者であるトインビー博士は「学ぶということは，人間が本来
持っているヒューマニティをより高めていくこと」と語っているが，価値創造の能力
は，いくらでも高めていけるのである。そのための子どもへの援助をいかに教師がし
ていけるかが問われている。「創価教育６大指標」に示された「○○化」の「化」の
意味することを考えてみると，これは，ベクトルがその方向を向いているということ
であり，その方向への不断の努力を重ねていくということである。決して到達点，
ゴールではない。「文化の人格」即「価値創造の人格」はどこまでも大きくなってい
ける。デューイが言うように，どこまでも成長発展していけるのであり，牧口先生
は，どこまでも価値を創造し続ける生命革新の人間像をイメージされていたのだと思
われてならない。
注２ 創価教育６大指標
『牧口常三郎全集』第６巻「創価教
育学体系（下）」（第三文明社）
創大教育研究 第２２号：末松
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